
牡鹿半島に統合が決まっていた小学校がありました。 
3 月 11 日は卒業式の練習をしていたそうです。 
  
海抜 10ｍの崖に建てられた石巻市立谷川小学校は２階建てで、 
校舎は全て津波にのまれました。 
幸い生徒達は高台に非難し、全員無事でした。 
  
全校生徒 14 名のうち、半数は別の地域や街に移り 
現在 7 名は近くにある大原小学校の教室を借りて授業をしているそうです。 
  
1 月 8 日（日）に日本を美しくする会本部の阿部さん、千種さん、 
そして宮城掃除に学ぶ会の太田さんと共に 
その谷川小学校の校舎内を拝見しました。 
２階部分は瓦礫撤去は行われていましたが、 
１階部分は手付かずの状態でした。 
  
先日の第８回被災地に学ぶ会（1 月 20 日～22 日）でお世話になった際、 
牡鹿ＶＣ代表の遠藤さんと今後の活動について再度お話をしました。 
  
今年３月に正式に谷川小学校統合式のセレモニーが執り行なわれるそうです。 
その前に想いを込めて美しい状態にする必要があります。 
  
この谷川小学校は以前マスコミにも取り上げられ 
ある意味において有名になったそうです。 
したがって関わりたいと希望している団体が多数あるとも伺いました。 
  
私たちは「人知れず」ということに大きな値打ちを感じていますので、 
逆にマスコミに取り上げられたくはありません。 
  
そこで、私たち教師や教師を目指す学生が 
この谷川小学校を綺麗にさせて頂く事に深い意味があること、 
そして、継続的に牡鹿半島で活動を続けていること、 
日本を美しくする会の考え方等を 
谷川小学校校長宛てに私が手紙を書き、 
遠藤さんの言葉を添えて手渡しして頂くことになりました。 
  
実現するかどうかは分かりませんが、  
現時点では、大阪便教会（第 9 回被災地に学ぶ会）、 
埼玉便教会、東京掃除に学ぶ会、山形掃除に学ぶ会から 
バスを出す準備をして頂いています。 
  
 



何分、日程が近づいていますので、 
順序が逆であるとは承知しておりますが、 
各地のリーダーの方々、 
日本を美しくする会の各地区ブロック長とご相談の上、 
2 月 25 日（土）に集結して頂きたく存じます。 
  
また、定員 45 名のうち残り少なくなっておりますが、 
ＪＲ尼崎駅出発の被災地に学ぶ会の参加申込も受け付けております。 
  
  
追伸 
ご参考までに校長先生宛の私の手紙を添付致します。 
宜しければご高覧下さい。 
  
大谷育弘 拝 
  
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋   
★第９回被災地に学ぶ会 
 
２月２４日（金）１９時発（ＪＲ尼崎駅） 
 
 →２５日（土）活動  
 
 →２６日（日）９時解散（ＪＲ尼崎駅） 
 
   
 
※前回よりボランティア保険加入料を４９０円自己負担して頂きます。  
 
  なお、現在加入済の分は３月３１日まで有効です。  
 
   
 
参加申込はメールでお願いします。  
 
①名前（ふりがな） ②年齢 ③所属 ④紹介者名 ⑤ボランティア保険加入の有無  
 
   
 
   
 
  



 
★第１０回被災地に学ぶ会 
 
３月２３日（金）１９時発（ＪＲ尼崎駅） 
 
 →２４日（土）活動 宿泊  
 
 →２５日（日）活動  
 
 →２６日（月）９時解散（ＪＲ尼崎駅）  
 
  
 
※３月に関しましては、牡鹿の状況を見て（宿泊なし）日程を決定致します。 
 
   
 
   
 
★震災を語り継ぐ会（仮名）  
 
３月２６日（土）午後～ 大阪産業大学ホール  
 
・被災地活動報告  
 
・門脇小学校ドキュメンタリー映画上映  
 
・鹿妻小学校避難所元代表浅野仁美さんの講演  
 
・その他  
 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
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こ
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感
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す
。
新
聞
や
ニ
ュ
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ス
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乗
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実
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語
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石
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立
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小
学
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の
体
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宿
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頂
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学
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支
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祭
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大
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避
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所
体
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撤
収
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に
、
全
国
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に

学
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の
仲
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結
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想
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、
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教
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と
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あ
り
ま
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た
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こ
の
度
、
牡
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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セ
ン
タ
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遠
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一
様
よ
り
、
谷
川
小
学
校
の
事
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い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
校
舎
の
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も
拝
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致
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ま
し
た
。
三
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に
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卒
業
生
、

ま
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々
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も
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の
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谷
川
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私
た
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鹿
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教
師
の
中
に
は
若
手
の
小
学
校
の
教
師
も
多
数
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
想
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語
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行

く
こ
と
も
大
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、
全
国
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師
仲
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、
ま
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日
本
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美
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す
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ン
バ
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も
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け
て
二
月
二
十
五
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に
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て
頂
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じ
ま
す
。
誠
に
勝

手
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お
願
い
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と
は
重
々
承
知
し
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お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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